
医療福祉・体験プログラム 

（産科・小児科医師密着プログラム） 

（2010/08/11） 

Language Laboratory （ＬＬ）教室の時間外

利用が可能となりした 

『 福島県立医科大学の集い２０１０ in Tokyo 』 を開催 

2010年10月発行 第５号 

医療人育成・支援センターだより 

 １０月２日（土）に都市

センターホテル（東京都

千代田区）にて『福島県

立医科大学の集い2010 

in Tokyo』を開催しまし

た。 

 今回、福島県立医科大

学医学部同窓会や福島

県立医科大学光が丘協

議会、東京福島県人会の皆様のお力添えをいただき、東京

で初めて開催し、同窓生のほか、医学生・研修医などを含め

５４名の方に参加いた

だきました。 

 当日は当大学の菊地

臣一理事長が『次代を

担う君たちへ －私の歩

みからの次世代の提言 

－』と題し講演を行い、

参加された方は熱心に耳

を傾けられていました。 

 同日、交流会も開

催し、久々に再会し

た同窓生の方々は、

お互いの最近の状

況を話すなど、短い

時間ではありました

が、旧交を温められ

ていました。 また、

医学生・研修医の皆

さんは現在通ってい

る大学、研修病院の情報や今の現状、メールアドレスを交換

するなどお互いの情報交換をしたり、同窓生の方との積極

的な意見交換を行い、有意義な時間を過ごしていました。 

 最後に、今後、福島県及び福島県立医科大学への研修医

確保実現のために意識を向けていく必要があることなどを確

認し、盛会のうちに終了しました。 

第６回 Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｓｋｉｌｌ Ｓｅｍｉｎａｒ  

（2010/10/05） 
模擬患者さんレベルアップセミナー in 東北 ２０１０

（2010/10/16） 

 医学・看護英語学習の向上のため、１０月１８日（火）より

看護学部棟のＬＬ教室の時間外利用が可能となりました。 

 当面は本学学生および、１０月５日に開催したEnglish 

Communication  Skill Seminar in Language Laboratory を

受講した大学院生・本学教職員・附属病院教職員・福島

県立医科大学光が丘協議会会員となります。尚、本学学

生の方で上記セミナーに参加していない場合は、担当英

語教員に利用の申し出をしてください。 

 全面開放は１２月から

の予定です。 

詳しくは学生課教務係

（内線２０４７）までご連

絡ください。  

 授業や講演会で学生や受講者の反応をリアルタイムに

反映する双方向性授業の導入が進んでいます。本学でも

医学教育および研修に役立てるため、「ターニングポイント® 

（Audience Response System）」を導入しました。 

 

 詳しくはスキルラボ管理者教員室（内線２６７０） または 

医療人育成・支援センター（内線３２３３）までご連絡ください。 

ターニングポイント®を導入 

１ 質問を表示 

 

２ 参加者が質問に回答 

 

３ その場で意見を集計しグラフで表示 

 

４ Ｅｘｃｅｌに結果を出力可能 

ターニングポイント®とは 



 福島県立医科大学 医療人育成・支援センター（ＣＭＥＣＤ） 
〒960-1295 福島県福島市光が丘１ 

Tel ： 024-547-1047 ／ Fax ： 024-547-1715 
e-mail ： CMECD@fmu.ac.jp ／ HP ： http://www.fmu.ac.jp/home/cmecd/index.html 

 

 ９月１８～１９日に名

古屋第二赤十字病院 

救急・総合内科部長の

野口善令先生をお招き

し、第２回診断推論セミ

ナーを開催しました。  

 県内外から研修医を

中心とし、医学生から

第一線で活躍されてい

る医師まで多くの方が参加し合宿形式で行われました。  

 様々な症例に対して、自ら考え、判断、行動する＝診断を

推論する過程で、今までの経験と知識をフル活用し、グループ

での活発なディスカッションにより、推察を深めました。 テーマ毎

に野口先生から目から鱗が落ちるような講義をいただき、

参加者からは非常に有意義なセミナーであったと好評でした。 

活動報告 

◆第２回診断推論セミナー  

女性医師支援活動 

◆第１回女性医師支援シンポジウム  

 ７月１０日（土）、本学光

が丘会館を会場に、県内

へ女性医師支援センター

の取り組みを紹介するとと

もに、女性医師の勤務環

境の整備をすることの意

味を明らかにすることによ

り女性医師の仕事継続へ

の動機付け、男性医師の

意識改革をはかることを目的に第１回女性医師支援シンポジウ

ムを開催しました。 

 このシンポジウムは、県内医師・研修医をはじめ、医学生、医

師に限らず男女共同参画・女性のキャリア形成等に興味のある

一般の方などを含め８５名の方に参加いただきました。 

 基調講演では『女性研究者・医師が輝くために －支援か

学長と語ろう 

 日時 平成22年11月16日、18日、19日 

 場所 本学 第１臨床講義室ほか 

医学部４年生自主学習のためのスキルラボ開放 

 日時 平成22年11月22日～12月17日 

 場所 本学 スキルラボ・アドバンス 

       （総合科学系研究棟５階） 

福島県臨床研修病院ネットワーク会議 

 日時 平成22年11月22日（月） 

 場所 ウェディングエルティ（福島市） 

第５回福島アドバンスド・コース（FACE） 

 日時 平成22年11月27～28日（土・日） 

 場所 緑風苑（福島県郡山市） 

◆模擬患者さ んﾚ ﾍ ﾞﾙ ｱｯ ﾌ ﾟｾ ﾐﾅｰ  i n  東北 2010  
 

 １０月１６日（土）に福島市のコラッセふくしまを会場に、『模擬

患者さんレベルアップセミナー in 東北 2010 』 が福島、仙台、

山形のＳＰ(模擬患者）の会のメンバーが集まり開催されました。 

 今回は、東北の模擬患者さんのレベルアップを図るため、日

本での医療コミュニケーション指導で有名な岐阜大学医学部

の藤崎和彦先生をお招きし、『医療者に求められるコミュニ

ケーションスキルと模擬患者参加型教育の役割 』 と題した講演

をいただきました。 また、模擬患者さんと学生や研修医が医療

面接のシナリオ演習を行い、福島医大学生、研修医の自己フィード

バック、ＳＰさんからのフィードバック、会場からのコメント等で

大変盛り上がりました。 

 当日は県内はもとより、北

は北海道旭川、南は四国

徳島からも参加いただくな

ど、模擬患者さんを活用し

た医学教育現場での模擬

患者さんの役割が大変重

要であることを再認識されら

れたセミナーとなりました。 

らエンパワーメントへ－』と題してお茶の水女子大学前学長

郷 通子先生にご講演いただき、自らの経験を含め、お茶の水女

子大学で行っている若手研究者育成プログラムについてお話い

ただきました。 特別講演では、大阪市立大学医学部附属病院 

女性医師・看護師支援センター長 上田 真喜子先生より『女性医

師のキャリアと子育てとの両立支援』と題して、また和歌山県立

医科大学 女性医療人支援センター長 畑埜 義雄先生からは『和

歌山医大における女性医師支援の取り組み』と題してご講演い

ただきました。 

地域医療ガイダンス 

 日時 平成2２年１２月中旬 

 場所 本学内 

平成22年度新臨床研修指導医研修会 

 日時 平成23年1月８～９日（土・日） 

 場所 本学 看護学部棟４階 

救急外傷医療セミナー（仮称） 

 日時 平成23年1月22～23日（土・日） 

 場所 会津方面の医療機関 

全員参加ＦＤ講習会  

 日時 平成23年2月４日（金） 

 場所 本学 講堂 

平成22年度福島医学会学術研究集会ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ  

 日時 平成23年2月6日（日） 

 場所 コラッセふくしま（福島市） 

今後の予定 

第１回女性医師復帰支援研修会 

 日時 平成22年11月13日（土） 

 場所 会津中央病院（会津若松市） 

女性医師と学生の交流会 

 日時 平成22年12月9日（木） 

 場所 本学 光が丘会館 
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